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産業レベルの巻き㏉しにおける国・Ẹ㛫業・ᆅ域ࢿット࣡ークのᙺ 

㹼ドイࢶのレーࢨー産業に関する事研究㹼 
 

 బ久田ᫀ（ᰴᘧ会♫日本総合研究所・日本大学）ࠊ༡ᲄ᭷紀（ᰴᘧ会♫日本総合研究所）ۑ

 

㸯㸬はじめに 
 「代の変㑄」「競争⎔ቃの激変」などによりࠊ産業の主ᙺをᢸう国が移り変わる。最近の㡑国ྎࠊ

‴および୰国の࢚レクトロࢽクス分野の競争ຊ拡大は顕著である。我が国を代表する࢚レクトロࢽクス

産業の競争ຊの႙ኻが現実のものとなりࡘࡘある。 

⡿国ࣚࠊーロッパㅖ国でも୍ࠊᗘྲྀࡕったᆅをࡑのままのᙧでዣい㏉したは少ない。1970 年代

以降では主に⡿国の㕲㗰༙ࠊᑟ体ࠊᐙ電ࠊ自動㌴などの産業（とりわけ〇造業）のᆅを⬣かしたのは

日本業であった。⡿国は 1980 年代୰┙以降ࣖࠊングレポートに代表される「競争ຊ⏕」のための

ᵝࠎな⯆策によって産業構造の㌿をはかった。E8 は 2000 年に「ࣜス࣎ンᡓ␎」とばれる「Ḣᕞ

を世界୰で最もダイࢼミックࠊかࠊࡘ競争ຊのある▱識経済」とするᡓ␎的な政策┠ᶆをタ定した。⡿

国およびḢᕞのこれらの┠ᶆはࠊ「国ᐙ㈈政の性」「㞠用」の面ですべて実現されたとは言い㞴いがࠊ

⡿国のトップクラス IT 業の成ຌࠊドイࢶにおける国ᐙつᶍの〇造業のᣢ続的発展などホ౯すべき成

ຌ事は数ከく存在している。 

我が国ではࠊඛ端産業分野で୍ࠊᗘྲྀࡕったᆅをኻったᚋྠࠊじ領域でびዣい㏉したはと

 クス産業の分野でび⏕き㏉ることはྍ⬟なのだろうか㸽ࢽレクトロ࢚わが国はࠊどない。果たしてࢇ

ୖグの⣲ᮔな問題ព識をもとに୍ࠊᗘ競争ຊをኻったドイࢶのレーࢨー産業の活のプロࢭスからࠊ

「競争ຊの面でཝしい状況におかれた我が国の産業」のインプࣜࢣーションを᳨ウしたものである。

なおࠊベースとなるドイࢶのレーࢨー産業に関する調査は2004ࠊ 年㹼2007 年にかけて実施した日本原

子ຊ研究開発機構とᰴᘧ会♫日本総合研究所のඹྠ研究によるものであり୍ࠊ部はすでに公表されてい

るi。 

 

㸰㸬研究ᡭἲ 
 日本およびドイࢶの業・公的研究機関ࠊドイࢶ連㑥政ᗓ・ᕞ政ᗓ関連省ᗇࠊベルࣜンᕤ科大学などに対

するインタビࣗー調査を実施した。ල体的なインタビࣗー対㇟および㡯┠は以ୗのとおりである（ドイࢶ 11
機関・日本 4 機関ࠊインタビࣗー期㛫㸸 2004㹼2007 年）。 

ᮏㄪᰝ࣮ࣗࣅࢱࣥࡿࡅ࠾ᑐ㇟࣮ࣗࣅࢱࣥ㡯┠�

�㇟ᑐ࣮ࣗࣅࢱࣥ �┠㡯࣮ࣗࣅࢱࣥ

ドイࢶ連㑥ᩍ⫱研究省 ・ドイࢶ連㑥政ᗓによる科学技術政策⯡ 
・産学ᐁ連ᦠಁ㐍施策ࠊᆅ域イノベーション政策 

ノルトラインウ࢙ストファーレン

（NRW）ᕞ科学研究省・経済ປാ省 
・NRW ᕞ政ᗓによる科学技術政策⯡ 
・産学ᐁ連ᦠಁ㐍施策ࠊᆅ域イノベーション政策 

⊂フラウン࣍ーファー研究機構 ・ドイࢶの産学ᐁ連ᦠの⤌みと実態㸸 公的研究機関の果たすᙺ 
⊂ベルࣜンᕤ科大学 ・ドイࢶの産学ᐁ連ᦠの⤌みと実態㸸 大学の果たすᙺ 
⊂シࣗタインバイス㈈ᅋ ・ドイࢶの産学ᐁ連ᦠに関する⊂自のྲྀり⤌み 
ドイࢶ研究༠会（DFG） ・ドイࢶの産学ᐁ連ᦠ・研究開発ಁ㐍のためのᨭไᗘ 
ドイࢶ産業༠会（BDI） ・ドイࢶ業の研究開発システム 
⊂フランクフルター・アルࢤマイࢿ⣬ ・ドイࢶの科学技術政策・研究開発システム・産学ᐁ連ᦠの実態 
⊂㹀㸿㹑㹄♫（BASF AG） ・業のイノベーションᡓ␎ 
⊂シー࣓ンス♫（Siemens AG） ・ドイࢶにおけるレーࢨー技術発展の経⦋ࠊイノベーションᡓ␎ 
 の産学ᐁ連ᦠの⤌みと実態㸸 業の果たすᙺࢶル♫（Henkel KaA） ・ドイࢣン࣊⊃

・イノベーションᡓ␎ࠊ♫ෆベンチࣕーไᗘࠊインターンシップไᗘ 
⊂立行政ἲ人日本原子ຊ研究開発機構 ・日本のレーࢨー技術発展の経⦋ࠊ現状ࠊᙉみと弱み 
ᰴᘧ会♫ᮾⰪ ・グローバルᕷሙにおける日本のレーࢨー産業のᙉみと弱み 
୕⳻電機ᰴᘧ会♫ ・グローバルᕷሙにおける日本のレーࢨー産業のᙉみと弱み 
在日ドイࢶ大㤋 ・ドイࢶの科学技術・産業技術政策⯡ 
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３㸬調査結果 
  
３㸬㸯 レーࢨー技術の発⏕と発㐩の経⦋ 

レーࢨー技術はࠊ新しい࢞ン⒪ἲࡸ⏬期的な〇造プロࢭスを実現する技術としてࠊ大きな期ᚅをᐤࡏら

れている。現在ࠊレーࢨー産業ではドイࢶがグローバルᕷሙをᖍ巻している。 
1980 年代ࠊ世界トップのᗙを⋓ᚓしたのは日本であった。日本・ドイࢶいずれもࠊレーࢨー技術の開発を

ጞめたのは1970ࠊ 年๓ᚋとྠࡰ期であった。ドイࢶはࠊどのようにしてトップのᗙにࡘいたのか。1980
年代ࠊドイࢶで起こったレーࢨー産業の͆ビック・バン͇から現在に⮳る経⦋をたどりࡑࠊの成ຌの要因を

分析した。 
世界ึのレーࢨගの発は1960ࠊ 年の⡿国の T.H.࣓イマン（ࣗࣄウࢬ♫）のルビーレーࢨーでࡑࠊれでカ

ミࣜࢯのลに✰を開けたのがレーࢨー加ᕤのጞまりである。 
1960 年代にはࠊNd:࢞ラスレーࢨーࠊHe-Ne レーࢨー༙ࠊᑟ体レーࢨーࠊCO2 レーࢨーࠊNd:YAG レー

1975ࠊーࢨ 年には࢚࢟シマレーࢨーの発が行われࠊ現在ᕷ㈍されている方ᘧのとࢇどの技術がฟ䬘った。

1970 年代には CO2 ᕸなどᗈ⠊ᅖな材料のษ᩿にࠊᮌ材ࠊプラスチックࠊ㔠ᒓࠊーが実用化されࢨスレー࢞

用されるようになりࠊ電気ࠊ電子部ရの⁐᥋ࡸ自動㌴部ရの表面◳化などと用㏵が拡大した。 
我が国にレーࢨー加ᕤ置がᑟ入されたのは1971ࠊ 年に㐍和㈠᫆が⡿国フ࢛トンࢯーࢭス♫の発ჾを㍺

入しࠊ大学ࡸ研究機関に⤂したのが最ึであった。 
 
３㸬㸰 日本におけるレーࢨー産業の発展 

我が国では1968ࠊ 年ᮾⰪ1972ࠊ 年日本電気1979ࠊ 年୕⳻電機など1970ࠊ 年㡭から大ᡭ電機࣓ーカーに

よる自♫開発が活発化した。レーࢨー開発の機㐠の㧗まりをཷけࠊᕤ業技術㝔（ᙜ）の「㉸㧗性⬟応用」

合⏕産システム研究開発」がスタートした（1977㹼1985 年）。大ᡭ業がከ数ཧ加した大つᶍ国ᐙプロジ࢙

クトによりࠊ日本は 20kw ⣭の大ฟຊ CO2 レーࢨー発ჾの開発に成ຌ。1975 年ࠊCO2 レーࢨーによる 100
㹼200W ⛬ᗘのᑠฟຊ発ჾのึの国産化に成ຌした。1980 年代ึ期にはࠊ国産のレーࢨー加ᕤ置が産業

機Ეとしてのᆅを⋓ᚓしࠊ我が国のレーࢨー技術は世界トップのᗙに㌍りฟた。しかし 80 年代以降ࠊཧ入

していた大ᡭ電機࣓ーカーのከくが᧔㏥ࠊあっという㛫にドイࢶに㤳のᗙを明けΏしてしまった。大業

としてビジࢿスとして㨩ຊがないというのが最大の⌮⏤であった 
 
３㸬３ ドイࢶにおけるレーࢨー産業の発展 
୍方ࠊドイࢶのレーࢨ技術の発展にከ大な㈉献をしたのはࠊ୰ᑠ業（SMEs）であった。ᙼらはඖࠎレ

ーࢨーのࣘーࢨーで͆ࠊ㐺ᙜなレーࢨーが見ࡘからない こ͇とからレーࢨー置の自♫開発をవなくされた。

1970 年代ࣁࠊース（Haas）♫ࠊトルンプ（Trump）♫ࠊシー࣓ンス（Siemens）♫などによる開発が続ࠎ

とスタートした。ࡑのᚋの┠ぬしい発展にはࠊドイࢶのレーࢨー技術を㣕㌍的に向ୖさࡏたカࣜスマ的存在ࠊ

ベルࣜンᕤ科大学・࣊ル࢞ࢶー（Herziger）ᩍᤵのከ大な㈉献がある。 
ー技術の応用研究を行ࢨとなるレーึࢶドイࠊダルムシࣗタット（Darmstadt）にࠊーᩍᤵは࢞ࢶル࣊

う機関「応用物⌮研究所」をタ立しࡑࠊの所長をົめた（1975 年㹼1985 年）。ᘬき続いて 1985 年࣊ࠊルࢶ

・大学とフラウンࠊをタ立した。ྠ研究所は「ー技術研究所ࢨレー」ン（Aachen）に࣊アーࠊーᩍᤵは࢞

「学」ࡕすなわࠊーファ研究機構（連㑥・ᕞ政ᗓのඹྠฟ資による公的研究機関）との༠ാによるもので࣍

と「ᐁ」の連ᦠによる開発体ไが構⠏された。これらにゐ発されるようにࠊシࣗࢶット࢞ルト（Stuttgart）
大学ࣁࡸノーバー（Hannover）大学などに㧗ᗘな技術をるከくの研究所がタ立された。さらに࣊ル࢞ࢶ

ーᩍᤵはࠊかなり᪩い段階からࠊレーࢨーの͆ᇶ♏研究͇の成果と͆産業͇を結びࡘけるヨみを行っていた。

「学」と「ᐁ」のྲྀり⤌みに「産」が加わりࠊドイࢶのレーࢨー産業はࠊ「産学ᐁ連ᦠ」の成ຌ事として大

きく開ⰼした。こうして 1970 ᚋ༙㹼1980 年代ࠊドイࢶ・レーࢨー産業のいわば͆ビッグ・バン͇が起こっ

たのである。 
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３㸬㸲 ドイࢶにおけるレーࢨー産業のಁ㐍政策 
レーࢨー産業を自国の新たな「ᙉみ」と認識したドイࢶ連㑥政ᗓはࠊḟࠎとࡑのಁ㐍政策をᡴࡕฟした。 

・ 連㑥科学研究技術省（ᙜ）（1993㹼1998 年） 
「LASER 2000」㸸 ᅛ体レーࢨーの発技術の研究༙ࠊᑟ体レーࢨーの㧗ฟຊ化 

・ 連㑥研究ᩍ⫱省（1999㹼2000 年） 
 「Optical Technologies for the 21st Century」㸸アクション・アジ࢙ンダの策定 
・ 連㑥研究ᩍ⫱省（2002-2006 年） 
  「Optical Technology ̽ Made in Germany」㸸ᇶ♏研究の成果をイノベーションにࡘなࡆる 
レーࢨー産業の͆ビッグ㺃バン͇を༢なるࣈームに⤊わらࡏることなくࠊ⥅続したᨭ体ไをとりࠊ世界の

レーࢨー産業におけるドイࢶのᆅはࠊ日ᦂるࡂないものとなった。 
 
３㸬㸳 ドイࢶの産学ᐁࢿット࣡ークの⤌み㸸 ࢣーススタデ͆OptecBB͇のሙ合 
ドイࢶでは「産学ᐁ連ᦠ」が㠀ᖖに⥭ᐦでࠊ政ᗓのಁ㐍政策ࡸᆅ域の自ᚊ的発展によりࠊ≉定のᆅ域にあ

る産業領域に関連するᵝࠎな機関が㞟結ࢿࠊット࣡ークを構⠏しྛࠊ機関がࡑれࡒれのᙺをきࢇࡕと果た

すという≉ᚩがある。 
͆OpTecBB（͇Optec-Berlin-Brandenburg(OpTecBB) e.v.-Network of Competence Optical Technologies）

はࠊベルࣜン・ࣈランデンࣈルグ࿘㎶に構⠏されたග学技術に≉化したࢿット࣡ークで2000ࠊ 年以降ᛴ成長

を㐙ࠊࡆいまࡸドイࢶ国ෆで最もከ数の࣓ンバーで構成されるᕧ大ࢿット࣡ークである。 
2006 年点ではࠊẸ㛫業の࣓ンバー54 ♫と最もከくࠊḟいで公的研究機関 24 機関ࠊ大学・ᑓ㛛大学 6

の㔠⼥機関などがཧ加している。OpTecBBࡑࠊᰯ に͇代表されるドイࢶのࢿット࣡ークはࠊ「産」「学」「ᐁ」

の研究機関に加えࠊ㔠⼥機関などࠊ産業ฟにྍḞな機関すべてが୍ᆅ域に㞟結している。 
 

͆Optec BB͇の概要（2006 年） 
Optec-Berlin-Brandenburg(OpTecBB) e.v㸬- Network of Competence Optical Technologies 
 ┠ⓗ࣭᪉㔪 

2SWHF%% はࠊベルࣜンおよびࣈランデンࣈルグにおけるຠ⋡的でᗈ⠊ᅖにおよࡪග

学技術の発展にດめࠊᆅ域の経済の発展に㈉献する。 
 ࣮ࣂᵓᡂ࣓ࣥࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ
大業        㸸  � ♫         ୰ᑠ業（60(V）㸸  �5 ♫ 
研究機関・㺏㺵㺐㺏㺻㺛 㸸  2� 機関     大学       㸸   � ᰯ 
ᑓ㛛大学    㸸  2 ᰯ（)DFKKRFKVKXOHQ） 
技術㈈ᅋ    㸸  2 機関    㖟行      㸸  � 行 
㔠⼥機関    㸸  � ♫     サービス業  㸸  5 ♫ 
༠会      㸸  2 機関    Ẹ㛫ಶ人    㸸  2 ྡ 

 
（ฟ所）ドイࢶ連㑥経済技術省（BMWi） 

͆Kompetenznetze.de – Networks of Competence in Germany; Optical Technologies (2006) 
 

͆Optec BB͇にみられるග産業発展の⤌み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

産業に関わるすべての機能が一地域に存在することは、産業に関わるすべての機能が一地域に存在することは、
スムーズに活動を行う上で非常に大きなメリットスムーズに活動を行う上で非常に大きなメリット

研究開発

資金調達技術移転

大学・専門大学
大企業

中小企業（SMEs）
研究機関

研究機関
サービス企業

協会

銀行
金融機関
技術財団

連邦政府・州政府
公的研究助成機関
（ドイツ研究協会（DFG）等）

公的資金による支援
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㸲㸬 考ᐹ 
 
㸲㸬㸯 ドイࢶ・レーࢨー産業の成ຌ要因 
レーࢨー技術の͆ビッグ㺃バン͇に続いて政ᗓは᪩ᛴにᨭ体ไを構⠏ࠊレーࢨー技術はࠊドイࢶを代表す

る産業のࡦとࡘとしてࠊ世界トップのᗙにࡘいた。 
ドイࢶ・現࣓ルࢣル政ᶒのイノベーション政策「ドイࣁ・ࢶイテクᡓ␎ ͆The High-Tech Strategy for 

Germany 」͇（2006㹼2009 年）のなかでもࠊ世界をࣜードする͆ドイࢶのᙉみ͇として「レーࢨー技術」を

ᣲࡑࠊࡆの㔜要性をᙉ調している（͆ ドイࢶのᙉみ 㸸͇機Ეࡸ自動㌴の〇造・࢚ンジࢽアࣜング技術ࠊレーࢨ

ー技術ࢼࠊノテクノロジーࠊ་⒪技術の 4  。の技術）。政策としての置付けがᴟめて明確であったࡘ
ライフサイ࢚ンスࢼࡸノテクノロジーといった新⯆分野に加えࠊᚑ᮶からドイࢶ産業をᨭえてきた自動㌴

ࢶれをᨭするጼໃが示されている。現在ドイࡑࠊーといったᇶᖿ産業を国の͆ᙉみ͇としてᤊえࢨレーࡸ

のኻ業問題は深刻でࠊイノベーションによるᇶᖿ産業の活性化と新つ産業のฟはࠊ㞠用の確ಖ・新つの㞠

用ฟの㔜要なᡭ段にかならない。 

 
㸲㸬㸰 なࡐ日本はトップのᗙをዣわれたのか㸽 

我が国の研究開発投資はࡑࠊの 8 近くをẸ㛫業に౫存しているためࠊ研究対㇟が▷期的な┈を見㎸

める分野に೫りがࡕである。ᙜࠊレーࢨーの開発にᦠわっていた大ᡭ電機࣓ーカーは「ビジࢿスとしての

㨩ຊᗘがపい」「ࣜスクが㧗い」などとุ᩿しᩧ୍ࠊにレーࢨー開発から᧔㏥してしまった。 
日本の大業は国ෆᕷሙでᵝ子見をしてࠊグローバル競争にฟ㐜れる傾向にある。レーࢨーの技術はࠊ発

፹体が࢞スからᅛ体ࠊ現在ではファイバといったようにࠊ動きが㠀ᖖにすばࡸくࠊ大業はこのスࣆード

に㏣㝶できなかった。しかしこのሙ合ࠊᇶ♏研究のポテンシࣕルの㧗い大学・公的研究機関とᐦ᥋に༠ാす

ることでࠊドイࢶなどの競合国にඛࢇじてࠊ新しいレーࢨー技術の開発を㐍めࠊ政ᗓが系⤫だったᨭ体ไ

を構⠏していればࠊ我が国のレーࢨー産業の⾶㏥はᅇ㑊できたのではないだろうか。 
ᚋࠊ日本が≉にຎໃにある「㧗ฟຊ༙ᑟ体レーࢨー」「ᅛ体レーࢨー」などの領域で国ᐙプロジ࢙クトを

展開すればࠊẸ㛫業はࣜスクの㧗い研究開発にᏳ心して┿にྲྀり⤌ࡴことができる。またこのような㧗

いࣁードルをタ定することはࠊẸ㛫業・大学・公的研究機関がいに༠ຊしてࡑࠊれࡒれのᣢࡘポテンシ

ࣕルを最大㝈に活用するᙉຊなドライビング・フ࢛ースとなる。ᐦ᥋な「産学ᐁ連ᦠ」をᇶ┙とする研究開

発ࢿット࣡ークが構⠏できればࠊ日本は୍ᗘኻった世界トップのᗙをዣᅇできるのではないだろうか。 
 
㸳㸬 ࡴすび 
 我が国の産業が୍ࠊ ᗘな状況に㝗ったらࡑࠊのままずるずるとᚋ㏥を続けることがパターン化するとࠊ

ᑗ᮶に暗いカࢤがᑕす。Ẹ㛫業の技術開発に大きく౫存した研究システムはࠊこの͆ⴠとし✰͇に㝗りࡸ

すい。このㄢ題をඞ᭹するカࢠはࠊドイࢶ・レーࢨー産業の͆ビッグ・バン͇以降にᡴࡕฟされた的確な୍

連の施策ࡑࠊして活発な「産学ᐁ連ᦠ」にある。このᩍカこࠊ͆ࡑ ࣜベンジ͇に活かすべきである。国ᐙプロ

ジ࢙クト・系⤫立ったᨭプログラムなどを通じてࠊẸ㛫業に過ᗘに౫存することのないࠊかࡘ㧗ᗘ

な「産学ᐁ連ᦠ」の研究システムを構⠏することが必要である。 
ձ Ẹ㛫業の研究開発ではࠊスタートの点で最⤊的なビジࢿスࣔデルを定することが必㡲でありࠊ

ྠにࠊ「ライバルであるᾏእㅖ国」をព識してࠊᙉみを⏕かࡏるターࢤットをタ定すべきである。 
ղ 国および大学の研究開発はࠊどࡕらかというとᇶ♏技術ࡸ要⣲技術の開発に೫る傾向がᙉかった。産

業化をめࡊすㄢ題である㝈りࠊビジࢿスのᙧ態を定することが㔜要である。ࡑうでないとࠊ㨩ຊ的

なビジࢿスをసろうとする産学ᐁ連ᦠシステムの୰でពのある存在にならない。 
ճ これらࠊ産学の活動をᨭするᆅ域ࢿット࣡ークではࠊ産業化をめࡊした「୰ᑠ業」「㔠⼥機関」「技

術㈈ᅋ」をពᅗ的に⿵ᙉすることが必要でありࠊこの⤌⧊化はᆅ方公ඹᅋ体の㈐ົである。 
մ これらࢿット࣡ークの構成ဨはࠊテーマのึ期の段階からᚭᗏした情報と㆟論を行うべきである。  
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